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論 文 内 容 の 要 旨
　本論文は、そのタイトル “Production of English Schwa by Japanese Speakers” からも推察されるとおり、
英語における弱母音シュワー（[ə]）が音声学・音韻論的にどんな母音であり、日本人英語学習者にどのよう
に知覚・生成されるのか（習得されるのか）について論じたものである。先行研究レビューの第１章につづ
き、第２章では英語のシュワーが日本語にどのように借用されるかを検証し、英単語で同じ綴り字にある
シュワーでも異なった母音として借用されるという事実を明らかにした。これまでになされた英語シュワー
の日本語への借用に関する研究は少なく、この借用現象を追求することは音声・音韻論の観点から意義があ
るといえる。つづく第３章では、日本人英語学習者によるシュワー産出の特徴を明らかにした。特にどのよ
うな言語環境にあるシュワーの発音が難しいかを明らかにした点は意義深い。最後の第４章では、シュワー
を含む単語を被験者に二種の回数で聴覚提示してから即座にその語を発話させる方法で日本人英語学習者の
英語のシュワーの発音（長さと質）がどの程度向上するかについて、その効果を明らかにした。以下は先行
研究レビューの１章を除く２章から４章までの骨子である。
２章：英語シュワーの日本語への借用
　本章では、英語のシュワーが日本語にどのように借用されるかを実験により検証した。日本語は英語の
シュワーに類似した中舌中央母音を持たない。まず実在する日本語の借用語を調査したところ、英単語で同
じ綴り字 <o> に当たるシュワーでも、異なった日本語の母音で借用されているという事実が判明した。す
でに述べたとおり、英語シュワーの日本語への借用に関する研究はこれまでに少ないため、この借用現象を
追求することは音声・音韻論の観点から意義がある。また、本実験は、第二言語処理・習得に有用な示唆を
与えるという点でも意義がある。
　外国語を母語に借用する過程と、第二言語（L2）学習者が母語を反映した形で知覚・産出する過程では、
両者とも母語（L）のメタ言語知識を用いるという点で共通している。すなわち、借用語の形成過程を検
討することは、L2学習者の中間言語の形式をより鮮明に浮き彫りにすることが可能である。
　近年の借用語に関する音韻論研究には、主に２つの対立する見解が存在する。一つは、借用者は Lを参
照するのではなく、L2の音韻表象にアクセスし、音韻的カテゴリーを区別して借用するというもので、も
う一方は、借用者が借用元の言語の音声を最も近似した借用先の音声で知覚、借用するという立場である。
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英語のシュワーは、短く弱く発音されるので先行・後続する子音の影響を受けるのだが、本実験では、そ
のシュワーの特徴を利用して、子音の影響を受けたシュワーを借用者がどう知覚し、どのくらい正確に発
音できるかを検証した。実験材料として、シュワーに先行する子音は３種の異なる調音点 : 両唇音 [p,b]（例 
bonanza）、舌頂音 [t]（例 toboggan）、舌背音 [k,g]（例 collate）、また、後続する鼻子音として２種の異なる
調音点 : 両唇音 [m]（例 venom）、舌頂音 [n]（例 arson）を持つ英単語を使った。
　借用語形成の実態を観察するために綴り字の影響も見逃すことはできない。音素と書記素は表裏一体の関
係にあり、特に日本語母語話者はその学習環境や母語の特性から綴り字に頼って言語を学習することが考え
られるからである。
　本研究では、シュワーの先行・後続子音の種類と、綴り字が、日本語の借用にどう影響を与えるかを検証
するために、参加者に「音声提示」あるいは「音声＋綴り字の同時提示」された単語を、後に現れる日本語キャ
リア文（例：「どうか＿をこっちにください。」）に入れて日本語として即座に口頭産出してもらった。参加者は、
日本語を母語とする大学生（22名）で、英語力は中級から上級（TOEIC450点から800点）であった。実験
材料は参加者にとって親しみのない低使用頻度語40語（２から４音節）で、シュワーが正書法 <o> に現れ
るものを選定した。分析方法として、日本語の母音に借用されたシュワーが日本語の５母音のうちどの母音
で発音されたか、その割合を調べた。
　結果は、音声提示の場合、シュワーに先行する子音の種類により、シュワーは異なる母音で借用される傾
向がみられた（両唇音 [p,b] のとき [a]48%；舌頂音 [t] のとき [a]42% と [u]32%；舌背音 [k,g] のとき [o]6% で
借用）。これは先行子音の調音の影響を受けたシュワーを、借用者が母語の母音範疇で近似した母音で、知覚、
借用した結果だといえよう。例えば、両唇音 [p] の発音直後、舌は前方かつ低い位置にあり、後続のシュワー
の音質に影響する。借用者はそのシュワーを、シュワーと調音（音質）の近い低母音 [a] で借用する傾向に
あった。シュワーに鼻子音 [m, n] が続く場合でも、鼻子音の種類により、異なる母音で借用される傾向がみ
られた。例えばシュワーの発音の際、後続の [n] を予期して発音するため、舌は口腔内の前方、かつ中から
高めの位置に移行し、これがシュワーの音質に影響する（逆行同化）。これを受けて、借用者は調音（音質）
が近い前舌中母音 [e] で借用する傾向にあった。さらに、音声提示された単語のシュワーの音質と日本語母
音の音質データ（Sugito,996）と比較したところ、シュワーは、その音質と近似している日本語の母音で借
用されていることが確認された。
　綴り字の影響については、音声提示より、音声と同時に綴り字も提示した時の方が綴り字 <o> に対応す
る音 [o] で有意に借用されているという結果となり、借用の際の綴り字の干渉が確認された。
３章：日本人英語学習者によるシュワーの発音の特徴
　本章の目的は、日本人英語学習者による英語シュワーの産出の特徴を明らかにすることである。特にどの
ような言語環境にあるシュワーの発音が特に難しいかを明らかにした。本研究は、①英単語のどの位置に
シュワーが現れる（語頭 / 語末）と産出が難しいのか、②また、そのシュワーの産出で難しいのは長さな
のか、質（Fと F2）なのか検討した。参加者は、英語力が中位レベルと上位レベルの日本人英語学習者4
名と、英語母語話者3名を対象にした。実験手法は比較的親密度の高いシュワーを含む英単語を、参加者にキャ
リア文（“I said_____ this time.”）に入れて、自然な速度で発音してもらった。
　実験に先立ち、日本人学習者は、語頭のシュワーを含む英単語がより産出しにくいと予測した。つま
り、弱強ストレス・パターンの英単語である。日本人英語学習者にとってはなじみのないストレスパター
ン（有標）とされているためである。この予測は、the markedness differential hypothesis（Eckman, 977）
―有標の L2項目パターンは無標のパターンより習得が難しい―という仮説に基づくものである。また、そ
のシュワー産出の困難さは、特に質の側面に現れると予想した。これは、the phonetic features hypothesis
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（McAllister, Flege & Piske, 2000）に基づくものである。日本語では、長さの側面で音韻対立があるが（例：
ビル vs. ビール）、質の面ではそのような音韻対立がない場合もある（例　オジサン / オジーサン）。よって、
日本語母語話者にとって、英語シュワーの質の側面においては、より習得が難しいと予測される。
　結果は、部分的に上記の予測を支持した。長さの側面では、中位レベルの学習者において、語頭のシュワー
における英語母語話者との有意差が見られた（つまり強母音の長さに対するシュワーの長さの割合が大きく、
シュワーが十分に短くない）。一方で、上位レベルの学習者のシュワーの発音の長さは、英語母語話者とほ
ぼ同じであった。ところが、質の面においては、両レベルの学習者共に母語話者レベルの発音には至らなかっ
た。参加者の発音の特徴として、日本語の音素—書記素の１対１の関係を英語のシュワーの発音にも転移さ
せ、綴り字からの影響を受けたことが分かる（例：<a> の綴り字にあるシュワーを [a] で発音）。
４章：聴覚提示された単語の反復によるシュワー発音の向上
　英語のシュワーは、英語のリズムを作り出すうえで重要な要因であり、第二言語話者による発話の理解度
にも大きく影響する。にもかかわらず、３章の実験では、日本人英語学習者が、長さの面で、特に語頭のシュ
ワーの発音習得に苦労すること、また、質の面では英語上級者でもその習得が難しいことが実証された。本
章の目的は、シュワーを含む単語を用いて、聴覚提示された単語に続いて即座に発話させることにより、日
本人英語学習者が英語シュワーの発音（長さと質）をいかに向上させるか、その効果を明らかにすることに
ある。聴覚提示された単語を即座に産出することは、学習者の心内に正しい音韻表象を形成させるはずで、
この訓練の繰り返しによりその正しい音韻表象が内在化されることは、理論上、指摘されている。本研究で
は、この原理をシュワーの発音向上の訓練に応用した。発音訓練では、インプットの量（聴覚提示された単
語の反復回数）と質（聴覚提示された単語の言語特性）をどのように操作すれば、日本人英語学習者による
シュワーの習得に最も効果があるのか、以下の要因を統制し、３つの実験により検討した。
　実験１：反復回数（量）、シュワーの単語内での位置 [ ストレス・パターン ]（質）、単語親密度（質）
　実験２：文字情報の有無、また、文字情報を提示するタイミング（質）
　実験３：音節へのアテンションの有無（質）
　実験方法は、「学習」―インターバル―「テスト」で構成されている。インターバルは、実験１では 0分
間と１週間、 実験２と３では0分間に設定した。参加者は、「学習期」では、聴覚提示された単語を即座に
反復するように指示された。一定期間後の「テスト期」では、学習期で聴覚提示された単語と学習期では
一切聴覚提示の無かった初見の単語が聴覚提示され、即座に反復するように指示された（ⓐ）。これに加え、
次の実験２、３については、音声反復した単語と同じ単語を１語１語、できるだけ速く音読するよう指示さ
れた（ⓑ）。発音の分析は、長さと質（F：舌の上下と F2：舌の前後の動き）を測定した。参加者は日本
人大学生であり、英語力は中位レベル（主に CEFR A2、B程度）であった。発音向上の判断として、①「反
復なし」と「反復あり」の単語に含まれるシュワーの間で、長さ、または質の面で有意差があること、②そ
の場合「反復あり」のシュワーの長さや質の値が英語母語話者のシュワーの基準（２名）に近づいている
ことの２条件を満たした場合、発音が向上したと判断した。シュワーの長さは、英語母語話者において通
常強勢をもつ母音の50-60%（Wallace, 994）だが、日本語母語話者は母語の影響を反映した場合、より大
きな割合になる傾向がある。質は、Fは450-700Hz、F2は700-800Hz 程度（口腔内の中心辺りで調音され
る）（Johnson & Flemming, 2007）であるが、日本語母語話者が母語の影響をうけてシュワーを発音する場合、
綴り字の影響を受けた音質になることが予想される。下記に実験から実験3の主な結果を示す。
実験１の結果
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（）反復回数：５回の反復で効果あり
　聴覚提示された単語を５回または0回反復した場合、長さの面では、その反復により発音向上がみられた
が、５と0回の間に有意差がなかった。質の面でも、F2の語末のシュワーにおいて５回の反復のみにおい
て効果が見られた。以上より、一定回数以上の反復は、発音向上に貢献しないことが示された。シュワーの
発音向上に必要な単語の反復回数を明らかにしたのは本実験が初めてであり、発音教育に示唆を与えること
ができた。
（2）親密度：親密度に関係なく効果あり
　高・低親密度の音声単語の両者を反復した結果、両方の単語において、発音向上が見られた（長さの面）。
意味を利用しにくい低親密度の単語でさえも発音向上が見られたということは、聴覚提示された単語のなじ
み度に関わりなく、純粋にインプットされた音声からシュワーを学習していることを示唆している。
（3）学習効果の持続性：語頭のシュワーにおいて１週間の学習持続あり
　上記の単語において、学習者が５、0回復唱した単語は、長さの面で週間の学習効果の持続がみられた。
語頭にシュワーのある単語、すなわち、弱強のストレス・パターンの単語は、日本人英語学習者にとってそ
の知覚・産出が苦手な項目であり、強弱パターンと比べ、その表象が心内に十分に構築されていないと考え
られる。本結果は、音声反復は、より弱く表象されているパターンに対して持続効果があることを示唆する。
これは、Lの先行研究では報告されているが、本研究でも、同様の持続性が見られることが明らかになった。
実験２の結果
　英語のシュワーの発音学習（訓練）に文字情報がどのように影響するのか検討した実証研究はこれまでに
存在しないが、本研究は英語のシュワーが音声と文字で同時に提示された場合、正書法の影響を受けた発音
になることを明らかにした。学習者は音声情報と文字情報を一致させることでより発達した音韻表象を形成
し、L2言語処理・習得を促進できる。よって、音声と文字の両者をどのように提示すれば正確なシュワー
の音韻表象を正確に形成し、発音向上につながるかを明らかにしたことは意義がある。なお、反復回数は、
実験の結果を踏まえ８回に設定。
（）単語の聴覚＋視覚（文字）の同時提示は効果なし（発音測定：ⓐ聴覚提示）
　８回の反復のうち、訓練の最初から単語が聴覚と視覚（文字）で同時提示された場合、文字情報は発音の
学習効果に負の影響を与えることが明らかになった（長さの面においてのみ）。しかし、聴覚提示された単
語を７回反復した後１回のみ視覚提示された単語を反復した場合は、聴覚提示された単語を反復した場合と
同様に、発音向上が見られた。つまり、シュワーの発音向上には、まず、一定量の音声反復により音韻表象
を形成する必要性が示された。
（2）単語の聴覚＋視覚（文字）の同時提示は効果あり（発音測定：ⓑ単語の音読）　　
　訓練の最初から単語が聴覚と視覚で同時提示された場合でも、聴覚提示のみの単語の反復訓練と同程度の
発音向上が見られた。ところが、聴覚提示された単語の反復の後、最後の１回に与えられた文字情報は、長
さ・質ともに発音学習に負の影響を与えた。以上の結果より、音声反復により形成された表象に文字を介し
てアクセスできるようにするためには、学習期に聴覚提示された単語を反復させた後に十分な量の文字情報
を提示する必要性のあることが示された。
実験３の結果
　シュワーの発音向上のために、実験３では単語の音節を音声的に強調（音節間にポーズを挿入）させた。
理由として、シュワーは英語の弱音節に現れるため、それを正しく発音するためには、音節を正しく理解で
きていることが前提である。しかし、日本語と英語の音節構成の違いにより、日本人英語話者にとって英語
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の音節の認識は容易ではないため、音節に注意を向けさせるように工夫した。
（）聴覚提示による音節の強調：音節へのアテンションは効果あり
　結果は、学習期に低親密度単語の音節に注意を向けさせて８回反復させた場合と、音節に注意を向けさせ
ることなく８回反復させた場合では、前者に発音向上が見られた（長さの面）。本結果は、音節が強調され
た音声単語を反復することで、その音節とシュワーの音声的な長さに意識が向きやすくなり、（そして、音
節や長さの情報がワーキングメモリに取り込まれやすくなった結果）学習が進んだと推察される。ただし、
これはテスト期に聴覚提示された単語に続いて発音させた場合にのみ見られた。
（2）単語の音読による音節の強調：音節へのアテンションは効果なし　　
　一方、テスト期にて、単語リストを渡し、音声の先行刺激なく単語を音読させた場合は、音節に注意を向
けて練習した効果はみられなかった。これは文字のインターフェイスでは、学習期に形成されたシュワーの
音声表象へのアクセスが難しいことを示唆しており、音声表象と文字表象のつながりの強化の必要性が示さ
れた。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　本論文は完成までに足掛け十年を要し、総ページ数が300を越える大著となっている。またその研究は、
量の観点だけからでなく、質の観点からも高く評価できる。その理由としては、１）研究テーマ（問い）の
明確さ、２）妥当（客観的）で独創的な研究・分析方法、３）成果の意義（言語科学と英語音声教育の両
観点から）、４）関連分野での広範囲に亘る先行研究のレヴュー、が挙げられよう。２）と３）については、
先の「論文要旨」の記述の中で具体的に触れた。
　最後に、杉浦氏の論文は出来が完璧というものでは決してない。例えば、実験での比較条件（標本）の数
が多すぎて読者は論理の展開についていくのに難儀する。よって、論述の方法にはもっと工夫があってしか
るべきである。また、採用した母音平均化の手法についても、もっと詳しい説明があってしかるべきである。
以上、審査員４名は杉浦香織氏の論文を慎重に審査し、205年７月20日に行った口頭試問の結果を併せて協
議した結果、氏の論文が博士（言語コミュニケーション文化）の学位を授与するに相応しいものであると判
断するに至った。ここに報告する。
